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みなさん、こんにちは。ただいまご紹介いた

だきました兵庫県産業労働部の朝田です。本日

は兵庫県CSR事業についてお話しさせていただ

く機会を与えていただき感謝をしております。

今日の話をお聞きいただき、このCSR事業がい

かに楽しいものかをご理解いただいて、今後皆

さん方にぜひともこの事業に参加していただき

たいと期待しています。

Ⅲ．講演要録

兵庫県CSR事業
～里山を活用した県民参画型の
自然活用型野外CSR事業について～

CSR活動とは

自由時間が増大し、価値観が多様化・個性化する中で、

等の活動を通じた、こころ豊かな生活づくり・生きがいづくりが求められています。

兵庫県では、昭和４９年１０月より関係企業の理解と協力を得て、法人県民税の超過課税を実施し、こ

の貴重な財源をもとに、CSR活動拠点施設の整備等を行っています。

これまで「自然との親しみ・健康の維持増進・家族のふれあい」をテーマに創造的活動を発揮する

場としての野外CSR施設の整備を進めてきたところですが、現在は県民の皆さんの森や緑などの自然

とのふれあい志向の高まりに対応するため、これまでの野外CSR施設の考え方を基調に「人と森との

共生」、「都市と山村の交流」を付加し、里山林を活用した、より自然に親しむことができる自然活用

型野外CSR事業を展開しています。

また、現在の法人県民税の超過課税（第６期平成１１年～平成１６年）による財源では、勤労者をはじ

め子どもを含む全ての県民がそれぞれの地域において、主体的かつ継続的にスポーツを中心とした地

域の活動に参加できる環境を整える地域スポーツ活動支援事業－スポーツクラブ２１ひょうご－の整備

を進めているところです。

CSR活動は、勤労者をはじめ広く県民の皆さんの活動の場としての施設整備や事業展開によって、

県民の皆さんのこころ豊かな生活づくり、生きがいづくりを進め、人間性に満ちあふれた文化社会を

築いていくことをめざしています。

兵庫県産業労働部参事

朝 田 正 人

知的・情操的生活の豊かさを高める文化（Culture）
健康の増進に欠かせないスポーツ（Sports）
精神的・肉体的疲労の回復に役立つレクリエーション（Recreation）
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CSR事業について

CSR事業は、昭和４９年１０月にスタートしまし

た。その前の約１０年間くらいは、民間の景気が

好調で賃金も毎年１０～２０％くらい増加するよう

な高度経済成長の時代でしたが、昭和４９年頃は、

第一次オイルショックと公害問題も発生してき

た時代で、県民の考え方、価値観が大きく変化

し始めた時代です。当時若者の人口は多く、青

少年の人口は総人口の３２％を占め、青少年対策

が県政の重要な柱に位置づけられておりまし

た。勤労者の福祉について言えば、大企業は福

利厚生制度が充実していましたが、中小企業は

そうでなく、中小企業を中心とする労働者から

余暇活動ができる施設の設置要望が強かった頃

です。そんな中、勤労者福祉ということで、広

く県民の文化、スポーツ、レクリエーション活

動の場と機会を提供しようという目的ではじま

ったものが、CSR事業です。

この事業は法人県民税の超過課税というもの

が地方税法で認められておりました。それを財

源として実施しているもので、何に使うかにつ

いては、１期５年ごとに基本的な方針を決めて

進めています。現在は３期にわたるものを実施

しておりまして、ひとつは第４期の「自然との

親しみ・健康の維持増進・家族のふれあい」を

基調に創造的活動を発揮させる場として計画が

遅れていた神戸野外CSR施設を建設中です。

また、２つめはこれが現在実施中の中心的

CSR事業ですが、第５期として都市住民を中心

とした森や緑などの自然とのふれあい志向の高

まりに対応するため、これまでの野外CSR施設

を基調に「人と森との共生・都市と農村の交流」

を付加し、里山林を活用した、より自然に親し

むことができる「自然活用型野外CSR事業」を

県下５カ所で進めています。

さらに３つめは平成１１年１０月からの第６期分

で、勤労者をはじめ、子どもを含む全ての県民

がそれぞれの地域において、主体的かつ継続的

にスポーツを中心とした地域の活動に参加する

環境を整える地域スポーツ活動支援事業－スポ

ーツクラブ２１－の展開です。これは学校を利用

して実施することから、教育委員会で事業を担

当していただいています。

活動の財源

活動の財源については、先程も申し上げまし

たが、関係企業のご理解とご協力を得て、法人

県民税の超過課税（超過課税率：第３期までは

１％、４期以降は０．８％）を財源としています。

超過課税期間は１期５年となっており、現在は

６期目となっています。

対象企業は、資本金が１億円以上で５年ごと

の各期で異なりますが、ある一定の法人税を収

めていただいている企業より徴収させていただ

いています。景気に左右されますが、だいたい

７０００社強の企業さん方からのご協力を得ている

のではないかと思っています。

法人県民税の超過課税は４７都道府県の内４６都

道府県で実施されています。概して教育・文化

施設の建設や福祉事業への取り組みに使われて

いるようですが、勤労者・労働者の福祉という

視点の事業に充当しているのは兵庫県だけでは

ないかと思います。

CSR事業の目的

自由時間が増大し、価値観が多様化・個性

化する中で、勤労者をはじめ広く県民の文化

（Culture）、スポーツ（Sports）、レクリエー

ション（Recreation）活動の場と機会を提供

し、CSR活動を促進することにより、県民の

こころ豊かな生活づくり、生きがいづくりを

進め、人間性に満ちあふれた文化社会を築く

ことを目的とする。

兵庫県CSR事業
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次に事業実施に当たっての基本的な考え方と

施設整備の方針、その変遷等についてご説明さ

せていただきます。事業の実施については、ど

んな考え方の事業を行うかどんな趣旨のものを

整備するかは、超過課税実施時に決めています。

第１、第２期（昭和４９年１０月～昭和５９年９月）

は、勤労者をはじめ広く県民のCSR活動を促進

する活動拠点を整備することを目的に、地域ブ

ロック（神戸、阪神、東播磨、西播磨、但馬、

丹波、淡路）に、中央労働センターや尼崎青少

年創造劇場（ピッコロシアター）などを整備し

たほか、全県的施設としてフラワーセンターや

文化体育館を整備しました。

第３期（昭和５９年１０月～平成元年９月）につ

いては、自然の中で行うCSR活動への県民の志

向に応えるため、丹波年輪の里、西はりま天文

台公園など、自然との親しみ、健康の維持増進、

家族のふれあいを基調とした野外活動のための

施設を各ブロックごとに設置したほか、全県施

設として三木山森林公園を整備しています。

この期のものとして神戸地域に、現在、神戸

市北区の北神戸田園スポーツ公園内に神戸野外

CSR施設を建設中であり、今年１１月開園の予定

Ⅲ．講演要録

期 施 設 名 場 所 設 置 年 月 日

第
１
期

フラワーセンター 加西市 昭和５１年４月２５日

中央労働センター 神戸市 昭和５２年１月１０日

尼崎青少年創造劇場 尼崎市 昭和５３年８月１９日

淡路勤労センター 洲本市 昭和５３年１０月１日

第

２

期

丹波総合スポーツセンター 篠山市 昭和５５年４月１日

東はりま青少年館 加古川市 昭和５７年４月１日

西はりま青少年館 龍野市 昭和５８年４月１日

文化体育館 神戸市 昭和６０年６月１日

円山川公苑 豊岡市 昭和６２年１１月１日

第

３

期

丹波年輪の里 柏原町 昭和６３年４月１日

淡路香りの企園 （津）一宮町 平成元年１１月１日

西はりま天文台公園 佐用町 平成２年４月１日

淡路ふれあい公園 緑町 平成２年４月１日

三木山森林公園 三木市 平成５年４月１日

東はりま日時計の丘公園 黒田庄町・西脇市 平成５年６月１０日

但馬全天候運動場 八鹿町 平成６年５月１日

東はりま水辺の里公園 稲美町 平成７年４月１日

神戸野外CSR施設 神戸市 平成１４年１１月開園予定

阪神野外CSR施設 宝塚市 調査中

第
４
期

丹波の森公苑 柏原町 平成８年４月１日

但馬ドーム 日高町 平成１０年１０月１日

淡路夢舞台公苑（野外劇場及び温室） 東浦町 平成１２年１０月７日

第

５

期

やしろの森公園 社町 平成１２年７月２２日

篠山地区 篠山市 平成１４年７月開園予定

中・八千代地区 中町・八千代町 平成１４年度開園予定

夢前地区 夢前町 平成１５年度開園予定

宍粟地区 山崎町 未定
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で取り組んでいます。

第４期（平成元年１０月～平成６年９月）の財

源では、第３期と同一基調で、ただしブロック

でなく、全県下を対象とした大規模かつ基幹的

な野外CSR施設として、丹波の森公苑、但馬ド

ーム、淡路夢舞台公苑の３施設を整備しました。

第５期（平成６年１０月～平成１１年９月）では、

これまでの取り組みにより施設整備がほぼ整っ

たことも踏まえ、新しい観点で取り組むことに

なりました。勤労者をはじめとする都市住民の

自然とのふれあい志向、あるいは農山村との交

流ニーズの高まりに対応するため自然とふれあ

え、森づくりを楽しめる「里山」を整備するこ

とを基本的な方針として、できるだけ自然を残

し、より自然に親しむことが可能な事業を展開

する「自然活用型野外CSR事業」をすることに

なりました。荒れ放題の里山をレクリエーショ

ンのできる場として活用し、しかも地元住民と

都市住民との協働作業で森を保全し、里山を復

元していこうという取り組みです。これはのち

ほど詳しいお話をさせていただきたいと思いま

す。

第６期（平成１１年１０月～平成１６年９月）では、

勤労者をはじめ子どもを含むすべての県民が小

学校区を基本単位とするそれぞれの地域におい

て、主体的かつ継続的にスポーツを中心とした

地域の活動に参加する環境を整えることによ

り、親子のふれあいを促進するとともに、心身

ともに健全な青少年の育成を図るため、地域ス

ポーツ支援事業－スポーツクラブ２１－を展開し

ています。平成１７年度には県下全小学校区で展

開できるよう計画しています。

兵庫県CSR事業
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『里山の保全と創造－自然とのふれあい、森
づくりを楽しめる里山』

・地元住民と都市住民との共同作業による森
林の保全と里山景観の創造

・都市住民の参画を図るためのCSR活動拠点
の整備

自然活用型野外CSR事業について

自然活用型野外CSR事業は、自然とのふれあ

い、都市と農村との交流、環境問題、自然につ

いて県民の方々の関心が高まる中、「県民の参

画と実践により、森林の保全と創造を進め、地

元住民と都市住民、世代間の交流の場、親子・

家族のふれあいの場を提供するとともに、人と

自然が共生する豊かな森づくりを推進する」こ

とを目的にしています。

事業地については、やしろの森公園（社町上

久米、５５ha）、篠山地区（篠山市川原：２５５ha）、

中・八千代地区（中町糀屋・八千代町仕出原、

２４８ha）、夢前地区（夢前町寺：２０１ha）、宍粟

地区（山崎町国見山、３６５ha）の５カ所を対象

に事業を推進しています。都市圏からのアクセ

スがよく、自然林が残っており、昔地域の人々

が里山として生活に利用していたところを選定

しています。現在開園しているのはやしろの森

公園だけですが、今年の７月にはささやまの森

公園（仮称）を開園する予定であり、他の地域

についても順次開園していく予定です。

事業地の整備にあたっては、里山の自然環境

の保全と育成・活用を図るため、環境に配慮し

た必要最小限の整備を行うこととしています。

具体的には、①林相整備、作業道の整備、貴

重種を始めとする動植物の生息空間を創造する

ための「森林の保全と里山景観の創造にかかる

Ⅲ．講演要録

出典：社団法人 兵庫県森と緑の公社「里山の自然を学ぼう！」
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基盤整備」、②里山の保全活動の打ち合わせや

木工クラフトなどの各種プログラムの実施場

所、来園者への事業地案内などのための「活動

拠点施設の整備」、③炭焼き小屋、田畑・果樹

園、散策道、観察デッキ、ビオトープ池、広場、

東屋等の「自然とのふれあい、里山を楽しめる

諸施設の整備」等最低限の整備にとどめていま

す。

また、この事業の大きな特徴なのですが、運

営については、各地区の特性を生かした多彩な

プログラムを、地元住民と都市住民で構成する

「運営協議会」が主体となって、ボランティア

の皆さんに自主的な取り組みを行っていただく

ことにしています。やしろの森公園の場合です

と、団体代表、市民委員、運営スタッフ等で構

成されている「やしろの森公園運営協議会」を

中心としながら、２０数名の運営スタッフや６０数

名の活動スタッフと呼ばれるボランティアの

人々の手で、アイガモ農法やきのこ栽培など社

地域の特性を活かした各種プログラムを企画

し、実施しています。各地区ともボランティア

が重要な位置を占めることから、県では、開園

前に、県民の皆さんを対象に事業の周知や開園

後たくさんの県民の方々にボランティアとして

参加していただきたいとの思いから、除間伐や

間伐材を利用したベンチづくりなどの先行的保

全活動というものを実施しています。皆さんに

も一度参加していただければと思います。

また、公園内で実施されるプログラムについ

ても、大きな特徴があります。ここを地元住民

と都市住民、世代間の交流の場や親子・家族の

ふれあいの場として利用していただくという側

面と、人と自然が共生する豊かな森づくりを推

進するという側面の２面を有しています。その

ため実施するプログラムも大きく分けると３つ

の内容で実施しようと考えています。

ひとつは、里山学習講座、里山リーダー養成

講座など森づくりを推進する人材養成や環境保

全の体験学習プログラム

二つは、炭焼き体験、自然観察会、里山遊び、

里山クッキングなど県民の皆さんが森に親し

み、楽しみながら森の大切さを考えることがで

きるような、地域特性を生かした四季折々のプ

ログラム

三つは除間伐、植栽、間伐材を利用した散策

道づくりなどボランティアによる森の保全・創

造活動です。

この３つの事業を好きなところだけでなくぜ

ひ３つともやっていただきたいと考えていま

す。森に親しみ、親しみを持ちながら森を考え

ていくことは重要なことであり、このために「運

営協議会」を中心に、各種のプログラムを提供

していくことは意義があります。しかしそれだ

けでは豊かな森づくりは実現しないので、プロ

Ⅲ．講演要録
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グラムの提供と同時に個人や団体等による森づ

くりを、長い期間の中で実施していくことが必

要だと考えています。そのためには、多くの方々

に各地区の活動を自分たちの森として愛着を持

っていただいて、例えば一定のエリアを自らの

手で定期的に除間伐を行ったり、植樹をしたり、

散策道をつくったり、自分たちの「森」をつく

っていってほしいと考えています。皆さん方に

も「運営協議会」主催の各種プログラムに参加

するだけでなく、ぜひ各地区の森づくりに積極

的に参画していただきたいと思っています。

皆さんには、まだイメージがわかないかもし

れませんので、少しやしろの森公園のホームペ

ージで、活動内容等を紹介します。

http：／／www．ddknet．ne．jp／～satoyama／index．

html

スポーツクラブ２１とは
http：／／www．hyogo-intercampus．ne．jp

２１世紀を迎え、さまざまな変化が予想される

これからの社会において、地域の人々が一緒に

なって、スポーツを通じた子どもたちの健やか

兵庫県CSR事業
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な人間的成長を目指すとともに、地域のみなさ

ん自らの健康増進を図っていくことが求められ

ています。

兵庫県では県内すみずみまで小学校区を基本

に、地域のだれもが参加することのできるみな

さんの手によるスポーツクラブの設置を支援し

ています。

終 わ り に

本格的な成熟社会を迎えた今、CSR活動は、

様々な交流やネットワークをベースに、個々人

の能力、経験などを生かした主体的な活動への

ニーズの高まりとともに、自律した県民の皆さ

んが一定の役割と責任を担う参画と協働システ

ムづくりが求められてきています。こうした時

代に対応したCSR活動の一層の促進を図ること

が重要な課題となっています。

一方、環境に目を転じると２１世紀は「環境の

世紀」と言われ、自然との共生を目指した循環

型の社会経済システムが求められています。

自然活用型野外CSR事業は、CSR活動のひと

つのメニューであり、その活動を行っていく中

で、森、里山の再生を目指すものです。

どうか皆さん方、個人や団体、あるいはあい

ゆう会で、この事業に参加していただいて、興

味をもっていただき、さらに里山の保全につい

ての運営にも参画していただくことを期待して

おります。

本日はご静聴ありがとうございました。

以 上

（文責：井上 育也）

Ⅲ．講演要録

経歴：

１９４４年生まれ

１９６７年 甲南大学経済学部卒

１９９２年４月 総務部教育課長

１９９５年３月 阪神・淡路大震災復興本部総括部次長

兼渉外部教育課長

１９９５年４月 阪神・淡路大震災復興本部総括部次長

１９９８年 労働部次長

２０００年４月 産業労働部参事（雇用ネットワーク推

進担当）

あ さ だ ま さ と

朝田 正人プロフィール
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